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（2）2階平面図（縮尺1/200）

隣地境界線（50m）

（1）1階平面図兼配置図（縮尺1/200） （3）基準階平面図（縮尺1/200）

道路境界線（50m）

道
路

境
界

線
（
30

m
）

道
路

境
界

線
（
30

m
）

EV

EV
EV

風除室

風除室

EV

EV EV

EV

EV

プール
（20m×8m）

ロッカー
シャワー
ブース

便所
洗面
台

シャワー
ブース ロッカー 洗面

台
便所

屋内プール

受付カウンター

ロッカールーム（女）

ロッカールーム（男）

上昇用

エスカレーター

受付カウンター

下足箱

受付ホール

エントランスホール

荷解室

守衛室

スタッフルーム

倉庫

トレーニングルーム

鏡

エアロビクススタジオ

手摺（H：FL+1100）

ニ回転
階段

倉庫 （17.5㎡）
S1

S2

多機能
便所

EV EV

S3

S4

S5

S6

S7

S8S11S12S13S14S15

S9

S10

S16S17

S18

EV

リネン室

（24.5㎡）
T1

（24.5㎡）

車いす
使用者用

客室
（24.5㎡）

T2
（24.5㎡）

T3

（17.5㎡）

（15㎡）

（15㎡）

（17.5㎡）

（17.5㎡）

（17.5㎡）

（17.5㎡）

（15㎡）

（15㎡）

（15.75㎡）（15.75㎡）（15.75㎡）（15.75㎡）（15.75㎡）（15.75㎡）（15.75㎡）

（17.5㎡）

バルコニー

多機能
便所

屋根

主出入口

便所

便所（女）
便所
（男）

ニ回転
階段

倉庫

従業員
出入口

EVホール

スタッフルーム

従業員控室
（女）

従業員控室
（男）

フロント・事務室

ロビー

（男）（女）

（男）

便所
カウンター

コーヒーショップ

エントランスホール

PS

PS

PS

PS

PS PSPS PS

7
00

0

2
60

00

6
00

0
6
00

0
7
00

0

7
00

0

2
60

00

6
00

0
6
00

0
7
00

0

7
00

0

2
60

00

6
00

0
6
00

0
7
00

0

6000

45000

7000〃〃6000 7000 5000

6000

45000

7000〃〃6000 7000 5000

6000

45000

7000〃〃6000 7000 5000

ニ回転
階段

ペデストリ
アンデッキ
側出入口

スロープ

スロープ

屋上テラス

2
50

0

S4S10

2
50

0

S4S10

2
50

0

S4S10

2
50

0

S4S10

2
50

0

S4S10

廊下

廊下

廊下

廊下

廊下

大梁（プレストレスト
　　　　コンクリート梁）

道
路

境
界

線

道
路

境
界

線

1
00

5
90

0
6
00

2
81

00

1F

4F

RF

3
50

0

5F

建築物の高さ

GL±0

3
50

0
3
50

0
3
50

0

6F

7F

3F

3
50

0

2F

4
00

0

2
00

0
2
00

0

（324㎡）

足洗槽

足洗槽

（90㎡）

（90㎡）

（186㎡）

PS

（女）

受付カウンター

カウンター

（89㎡）

（106㎡）

（50㎡）

（90㎡）

車いす
使用者用
駐車場
（2台）

駐車場
出入口

2

1

サービス用
駐車場
（1台）

上部吹抜

40001000

スロープ

タラップ

ドライ
エリア

地下：電気・機械室
部分を示す（324㎡）

下足箱

ゴミ庫

便所

多機能
便所

多機能
便所

PS

PS

倉庫

自販機
（FL=GL+100）

（GL±0）

（FL=GL+6000）

ペデストリ
アンデッキ

（74.5㎡） （41.5㎡）

3
00

0

3
00

0

2
50

0

3
00

0

トレーニングルーム

屋内プール

受付カウンター 便所
(女)

便所
(男)

ロビー フロント・事務室 廊下廊下 屋上テラス

便所
(男)

シャワー室
(男)

ロッカー
(男)

洗面台
(男)

受付ホール

受付カウンター

スタッフルーム

6000 7000 〃 7000

45000 40001000

6000 〃 5000

倉庫

下足

上足

上足

下足

下降用

廊下 廊下

採暖室

PS 非常時
のみ開放

廊下
廊下側からのみ

開放

屋上緑化
（薄層緑化）

屋上緑化
（薄層緑化）

屋上緑化
（薄層緑化） 1/1001/100

屋上緑化
（薄層緑化）

屋上緑化
（薄層緑化）1/100

大梁（プレストレストコンクリート梁）

4
00

0
1
20

0

プール

（4）断面図（縮尺1/200）

PS

PS

2        階 986.0  ㎡
1,049.0  ㎡

面積表（算定式は，床面積の算出過程がわかるものであればよい．また，算出結果は，小数点以下第1位までとし，第2位以下は切り捨てる．

1        階
33×26 + 7×19 + 5×6 - 14×4.5（吹抜） + 14×2（エスカレーター）

2,995.0  ㎡3 ～ 7 階 ｛ 21×14 + 12×26 - 3.5×2（バルコニー） ｝×5

40×26 + 5×6 - 3×7（主出入口部分） 5,030.0 ㎡

合　計床
面
積

①建築計画について、特に配慮したこと

②構造計画について、特に配慮したこと

③建築物の環境負荷低減について、特に配慮したこと

④設備計画について、採用した空調方式とその理由

エントランスホールの自由な通り抜けという課題条件から，敷地南東側の横断歩道を考慮して，１階の南

東出入り口から，２階のペデストリアンデッキへの動線に配慮した．また，ホテルのセキュリティーに配慮して，

ホテル部門の利用者用階段は，廊下側からのみの開放として計画した．

構造は鉄筋コンクリート造とし，大空間，無柱空間となる屋内プール，その上部に計画したトレーニングル

ーム，コーヒーショップの梁は，プレストレストコンクリート梁を採用した．また，構造的な経済性，安全性を

考慮して，プレストレストコンクリート梁の上部には基準階を配置しない計画とした．

大空間である屋内プールは，１階に配置し，上部に所要室を配置することにより夏場の空調負荷の上昇

を抑える計画とした．また，中間期（春，秋）は出来るだけ自然通風により換気が行える計画とした．

大空間である屋内プールとエントランスホールは単一ダクト方式を採用したが，各々の温度管理を可

能にするために，系統，空調機を分ける計画とした．また，その他の所要室に関しては，各部屋での温

度管理，経済性を考慮して個別方式（空冷ヒートポンプパッケージ方式）とした．

計画の要点等（要求図面に該当箇所があれば，引出し線等により補足して明示する．）

(空調方式)

(理由)

屋内プール，エントランスホール：単一ダクト方式　　　その他：個別方式
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